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『
近
代
日
本
の
政
治
構
想
と
オ
ラ
ン
ダ
』

(
大
久
保
健
晴
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二

O
一
O
年
)

小
田
川
大
典

西
洋
の
学
問
の
受
容
を
そ
の
近
代
化
の
主
た
る
原
動
力
と
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
近
代
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
外
国
語
を
学
ぶ
か
と
い
う
こ
と
は
、

知
識
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
近
世
の
鎖
国
体
制

下
で
あ
れ
ば
、
長
崎
の
出
島
で
の
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
だ
け
が
ほ
と
ん
ど

唯
一
の

「小
さ
な
窓
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
蘭
学
1
1
1
オ
ラ
ン
ダ
語
を
媒

介
と
し
た
西
洋
の
学
問
の
研
究
|
|
以
外
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
だ
が

評〉

一
1
三
章
)
で
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
手
書
き
の
フ
イ
ツ
セ

リ
ン
グ
講
義
録
の
解
読
を
中
心
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
で
の
史
料
調
査
を
も
と

に
、
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
五
科
講
義
の
思
想
史
的
な
分
析
と
、
帰
国
し
た
西

と
津
田
が
近
代
日
本
の
形
成
過
程
の
中
で
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
消
化

し
た
か
が
検
討
さ
れ
、
後
半
(
第
四
、
五
章
)
で
は
「
法
典
編
纂
」
「
憲
法

制
定
」
と
い
う
具
体
的
な
国
家
構
想
が
問
題
化
し
た
自
由
民
権
運
動
期
に

お
い
て
、
西
た
ち
の
問
題
意
識
を
引
き
継
い
で
オ
ラ
ン
ダ
法
学
を
受
容
し

た
小
野
梓
の
政
治
思
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
三
年
、
「
た
っ
た
数
年
の
留
学
期
間
」
に
「
日
本
で
は
全
く
の

未
知
の
領
域
」
で
あ
る
「
統
計
学
、
法
学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
外
交
」

に
つ
い
て
「
効
果
的
か
つ
簡
潔
に
教
授
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
蕃

書
調
所
の
要
望
を
受
け
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
は
西
と
津
田
の
指
導
教
員
と
し

て
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
を
推
薦
し
た
。
週
二
回
、
二
年
間
の
自
宅
で
の
指
導

を
通
じ
て
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
が
講
じ
た
五
科
の
う
ち
、
自
然
法
学
と
国
法

学
が
第
一
章
で
、
統
計
学
と
経
済
学
が
第
二
章
で
、
国
際
法
学
が
第
三
章

で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
密
接
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
著
者

は
、
そ
の
内
的
な
連
関
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
、
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
が

恩
師
J
・
R
・
ト
ル
ベ
ツ
ケ
か
ら
継
承
し
た
自
由
主
義
的
な
「
歴
史
化
さ

れ
た
自
然
法
」
思
想
|

|
普
遍
的
な
自
然
法
の
理
念
を
認
め
つ
つ
も
、
そ

れ
を
抽
象
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
歴
史
過
程
の
中
で
顕
現

す
る
実
定
法
の
理
念
と
し
て
再
定
位
す
る
|

|
に
求
め
る
。
フ
ラ
ン
ス
革

命
に
「
世
界
的
趨
勢
に
よ
る
一
般
原
理
」
の
顕
れ
を
認
め
づ
つ
も
、
そ
の

原
理
の
実
現
を
、
あ
く
ま
で
も
「
特
定
の
国
民
性
や
状
況
に
従
っ
た
制
度
」

(
具
体
的
に
は
立
憲
君
主
制
)
の
改
革
の
中
で
追
求
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
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開
国
後
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
文
物
の
流
入

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
相
対
的
な
地
位
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
五
九
年
に
横
浜
居
留
地
を
訪
れ
た
際
の
経
験
を
福
沢
諭
士
口
は
次
の
よ

う
に
回
顧
し
て
い
る
。
「
横
浜
か
ら
帰
っ
て
、
私
は
実
に
落
胆
し
て
し
ま
っ

た
。
今
ま
で
数
年
の
問
、
死
物
狂
い
に
な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
書
を
読
む
こ

と
を
勉
強
し
た
。
そ
の
勉
強
し
た
も
の
が
、
今
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
商

売
人
の
看
板
を
見
て
も
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
さ
り
と
は
誠
に
詰
ら
ぬ

こ
と
を
し
た
わ
い
と
、
実
に
落
胆
し
て
し
ま
っ
た
」
(
『
福
翁
自
伝
』
)
。

こ
の
よ
う
に
後
世
か
ら
見
れ
ば
幕
末
洋
学
の
中
で
凋
落
の
一
途
を
辿
っ

て
い
た
か
の
如
き
蘭
学
で
あ
る
が
、
ペ
リ
1
来
航
を
契
機
に
徳
川
政
権
が

設
立
し
た
調
査
機
関
で
あ
る
蕃
書
調
所
で
は
、
天
保
年
間
以
来
の
長
年
の

蓄
積
と
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
媒
介
と
し
た
西
洋
人
文
社

会
科
学
の
研
究
が
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
就
中
、
蕃
書
調
所
教
授
手

伝
並
だ
っ
た
西
周
と
津
田
真
道
が
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
ラ
イ
デ
ン
大
学

法
学
部
教
授
S
・
フ
イ

ツ
セ
リ
ン
グ
の
下
で
自
然
法
、
国
際
法
、
国
法
学
、

経
済
学
、
統
計
学
の
五
科
講
義
を
受
け
、
帰
国
後
に
そ
の
ノ

l
ト
を
訳
述

し
た
こ
と
は
、
西
洋
の
人
文
社
会
科
学
に
つ
い
て
の
理
解
と
普
及
を
飛
躍

的
に
推
し
進
め
た
。
そ
し
て
自
由
民
権
運
動
期
に
は
、
自
由
民
権
運
動
家

に
し
て
、
法
制
官
僚
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
小
野
梓
が
、
フ
イ

ツ
セ
リ

ン
グ
の
同
僚
で
あ
る
J
・
E
・
ハ
ウ
ド
ス
ミ
ッ
ト
の
ロ

1
7
法
研
究
と
の

格
闘
を
通
じ
て
、
日
本
の
法
的
伝
統
を
根
底
か
ら
捉
え
直
し
、
憲
法
と
民

法
を
め
ぐ
る
独
自
の
構
想
を
展
開
す
る
に
至
る
。
本
書
は
、
こ
の
二
つ
の

動
向
に
着
目
し
つ
つ
、
近
代
日
本
政
治
思
想
史
に
お
い
て
近
世
蘭
学
が
辿

り
着
い
た
臨
界
点
に
照
射
す
る
こ
と
を
試
み
た
力
作
で
あ
り
、
前
半
(
第

NO.36 2012 社会思想史研究

に
「
抽
象
的
思
索
」
を
排
し
た
「
実
践
的
」
な
憲
法
解
釈
書
『
憲
法
釈
義
』

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
ト
ル
ベ
ツ
ケ
は
立
憲
主
義
的
な
自
由
主
義
運
動
の
旗

手
と
な
り
、
つ
い
に
は
首
相
に
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
ラ

イ
デ
ン
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
し
た
の
が
フ
イ

ツ
セ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

フ
イ

ツ
セ
リ
ン
グ
の
「
歴
史
化
さ
れ
た
自
然
法
」
思
想
の
特
質
は
、
第

二
章
で
扱
わ
れ
る
彼
の
統
計
学
と
経
済
学
に
お
い
て
最
も
顕
著
に
表
れ
て

い
る
。
し
ば
し
ば
「
近
代
日
本
法
の
父
」
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
フ
イ
ツ

セ
リ
ン
グ
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
と
い
う
「
統
計
的
精
神
の
時
代
」
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
彼
は
最
新
の
統
計
学
に
明
る
い
経
済
学
者
と
し
て
そ

の
名
を
馳
せ
て
い
た
。
自
然
法
を
、
抽
象
的
に
で
は
な
く
、
人
び
と
の
生

活
の
中
で
具
体
的
に
把
援
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
フ
イ
ツ

セ
リ
ン
グ
は
、
「
社
会
生
活
」
に
つ
い
て
の
経
験
的
研
究
と
し
て
の
統
計

学
と
経
済
学
に
お
い
て
そ
の
本
領
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
「
社
会
生
活
」
の
具
体
的
把
握
を
軸
と
し
た
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
の

五
科
講
義
に
は
次
の
二
つ
の
特
質
が
看
取
さ
れ
る
。
第
一
に
そ
れ
は
、
「
共

に
相
生
養
」
す
る
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
「
性
H
自
然
」
に
基
づ

く
自
然
法
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
国
法
論
を
、
自
然
法
に
つ
い
て
の
抽

象
的
な
思
弁
か
ら
導
く
の
で
は
な
く
、
個
々
の
国
々
の
文
明
と
い
う

「社

会
生
活
H
相
生
養
の
道
」
の
歴
史
的
形
態
に
即
し
て
論
じ
る
「
法
と
文
明
」

「
自
然
法
と
歴
史
」
と
い
う
歴
史
主
義
的
な
観
点
に
立
脚
し
て
い
た
。
彼

の
国
法
学
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
産
物
で
あ
る
三
権
分
立
に
基
づ
く

立
憲
君
主
制
を
(
当
時
の
社
会
生
活
に
と
っ
て
)
理
想
的
な
政
体
と
し
て
賛

美
し
て
い
た
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
五
科
講
義
に
は
、
人
び
と

が
自
ら
の
幸
福
を
追
求
す
る
な
か
で
、
社
会
の
紐
帯
は
強
ま
り
、
「
交
易
」
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が
拡
大
し
、
「
一
般
的
功
利
」
が
増
大
す
る
と
い
う
歴
史
認
識
に
立
脚
し

つ
つ
、
人
び
と
の
社
会
生
活
を
貫
く
法
則
性
を
捉
え
る
統
計
学
と
、
社
会

生
活
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
経
験
的
に
示
す
「
実
践
」
的
な
経
済
学
を
重

視
す
る
「
実
践
へ
の
志
向
と
経
済
的
自
由
主
義
」
と
い
う
特
質
が
見
ら
れ

た
(
一
六
六
頁
以
下
を
参
照
)
。

国
法
学
に
せ
よ
、
国
際
法
学
に
せ
よ
、
「
社
会
生
活
」
が
置
か
れ
て
い

る
個
別
具
体
的
な
歴
史
的
文
脈
を
離
れ
て
抽
象
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
第
一
章
、
第
三
章
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
フ
イ
ツ
セ
リ
ン

グ
は
そ
の
よ
う
な
徹
頭
徹
尾
歴
史
主
義
的
な
観
点
か
ら
国
法
学
と
国
際
法

学
を
展
開
し
つ
つ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
自
由
主
義
へ
と
向
か
う
「
実

践
」
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
に
あ
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
様
々
な
慣
行
を
媒
介
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
圏
内
法
や
国
際
法

の
自
由
主
義
的
な
体
系
に
対
す
る
彼
の
暗
黙
の
信
頼
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば

フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
が
そ
の
国
法
学
や
国
際
法
学
に
お
い
て
立
憲
政
体
や
文

明
の
公
法
と
い
う
理
想
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
立
憲
主
義
や
自
由

貿
易
な
ど
の
経
済
的
・
政
治
的
・
道
徳
的
価
値
を
共
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
の
歴
史
的
条
件
1
1
1
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
い
う
「
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

公
法
」
!
ー
ー
を
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
立
憲
政
体
論
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の

歴
史
的
「
形
勢
」
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴

史
的
前
提
を
持
た
な
い
日
本
に
お
い
て
、
如
何
に
し
て
そ
れ
に
類
す
る
法

律
制
度
の
可
能
性
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

第
四
、
五
章
で
は
、
こ
の
西
と
津
田
が
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
歴

史
主
義
的
な
問
題
を
め
ぐ
る
小
野
梓
の
思
想
的
な
格
闘
が
論
じ
ら
れ
て
い

• 評〉

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
小
野
は
そ
の
主
著
『
国
憲
汎
論
』
で
、

代
議
政
体
・
議
院
内
閣
制
を
中
軸
と
す
る
「
主
治
被
治
の
関
係
」
の
改
善

を
通
じ
た
「
被
治
者
相
対
の
交
通
」
の
正
常
化
と
い
う
制
度
論
的
対
応
と
、

『
日
本
書
紀
』
や
中
世
武
家
法
の
再
解
釈
に
よ
る
「
民
権
の
命
脈
」
の
発

掘

と

い

う

歴

史

論

的

対

応

を

試

み

て

い

る

。

-

「
日
本
の
歴
史
」
の
中
に
埋
も
れ
た
「
衆
民
自
治
」
の
政
治
文
化
を
再

生
し
つ
つ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
立
憲
政
体
を
樹
立
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

『
国
憲
汎
論
』
下
巻
出
版
の
四
カ
月
後
に
三
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
小
野

梓
の
悲
顕
で
あ
り
、
本
書
が
再
構
成
を
試
み
た
、
①
天
保
年
間
に
お
け
る

の
限
定
的
な
摂
取
↓
②
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
五
科
講
義
を
媒
介
と
し
た
西
洋

人
文
社
会
科
学
の
体
系
的
な
理
解
と
普
及
↓
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
の
「
泉

源
」
へ
の
遡
行
と
日
本
の
法
的
伝
統
を
踏
ま
え
た
根
源
的
な
深
化
と
い
う
、

近
世
蘭
学
の
歴
史
的
展
開
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
の
知
識
社

会
に
お
け
る
蘭
学
の
凋
落
は
既
に
決
定
的
な
も
の
し
r-な
っ
て
い
た
し
、
実

際
の
明
治
国
家
体
制
の
中
で
ど
の
よ
う
な
「
日
本
の
伝
統
」
を
踏
ま
え
た

法
制
度
が
確
立
さ
れ
た
か
を
考
え
れ
ば
、
小
野
ら
の
歴
史
的
な
敗
北
は
否

定
し
が
た
い
と
い
え
よ
う
。
多
く
の
日
本
政
治
思
想
史
研
究
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
本
書
も
ま
た
壮
大
な
挫
折
と
敗
北
の
物
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

だ
が
、
膨
大
な
史
料
の
解
読
に
基
づ
く
著
者
の
丹
念
な
分
析
は
、
小
野
ら

の
挫
折
と
敗
北
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
西
洋
人
文
社
会
学
の
豊
か
な
資
産

目
録
を
掘
り
出
し
、
日
本
政
治
思
想
史
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
思
想
史

研
究
に
携
わ
る
す
べ
て
の
者
に
、
そ
の
批
判
的
な
継
承
を
迫
っ
て
い
る
。

(
お
だ
が
わ
・
だ
い
す
け
/
政
治
思
想
史
)
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る
。
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
フ
イ
ツ
セ
リ
ン
グ
の
同
僚
に
し
て
、
同
じ

く
ト
ル
ベ
ツ
ケ
の
影
響
を
受
け
た
J
・
E
・
ハ
ウ
ド
ス
ミ
ッ
ト
の
ロ
ー
マ

法
論
の
小
野
に
よ
る
「
纂
訳
」
『
羅
璃
律
要
』
で
あ
る
。
纂
訳
と
い
う
の

は
原
文
の
忠
実
な
訳
述
の
中
に
、
訳
文
に
は
な
い
小
野
自
身
の
文
章
が
縦

横
無
尽
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
こ
の
纂
訳
に
挿

入
さ
れ
た
文
章
の
多
く
が
、
功
利
主
義
者
J
・
ベ
ン
サ
ム
の
著
作
か
ら
の

引
用
と
そ
れ
に
基
づ
く
独
自
の
考
察
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
小
野
の
狙
い
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
た
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
の
不
変
の
「
泉
源
」
と
し
て
の
ロ
ー
マ
法

に
遡
る
と
と
も
に
、
ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
の
「
真
利
の
大
旨
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
爽
雑
物
た
る
「
非
理
」
(
例
え
ば
奴
隷
制
)
を
取
り
除
き
、

「
普
遍
的
」
で
「
有
用
」
な
「
法
理
」
を
劇
挟
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
果
た
せ
る
か
な
、
小
野
は
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
付
与
さ
れ
た
「
天
賦
」
の
も
の
で
は
な
く
、
「
人
間
交
際
の
安
康
を

防
護
す
る
為
め
」
に
「
種
々
の
法
度
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
法
的
権
利

と
し
て
の
「
民
権
主
邑
岡
山
間
宮
)
」
と
い
う
考
え
方
に
辿
り
着
く
。
日
本

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
法
と
政
治
の
歴
史
の
欠
落
は
、
西
と
津
田
を

絶
望
さ
せ
た
。
だ
が
、
小
野
は
、
彼
我
の
距
離
を
縮
め
る
べ
く
、
西
洋
の

法
的
伝
統
を
遡
り
、
そ
の
「
泉
源
」
た
る
ロ
1
1
7

法
の
な
か
に
、
「
衆
民

自
治
」
と
い
う
水
平
的
な
政
治
文
化
に
支
え
ら
れ
た
、
対
他
的
な
関
係
性

d
s
g凹
.
を
基
礎
と
す
る
法
的
権
利
論
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
で
も
ま
だ
歴
史
法
学
的
な
難
題
は
残
る
。
「
独
立
自
治
の

精
神
」
の
陶
冶
が
妨
げ
ら
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統
的
な
政
治
文
化
に
お
い

て
、
「
衆
民
自
治
」
に
根
ざ
し
た
「
民
権
」
を
確
立
す
る
こ
と
の
困
難
で
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